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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
月
夜
に
贈
ろ
う
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
３
９
６
Ｉ

【
作
者
名
】

　
紅
崎
　
夏
妃

【
あ
ら
す
じ
】

　
毎
朝
、
す
れ
違
う
男
子
高
校
生
。
コ
ン
ビ
ニ
で
、
再
会
し
、
自
分
の
妹
の
同

級
生
と
知
る
。
夏
休
み
を
利
用
し
、
職
場
に
、
バ
イ
ト
で
現
れ
た
「
瞬
」
に
、

次
第
に
魅
か
れ
始
め
る
「
花
梨
」
。
ま
だ
、
幼
い
彼
と
の
、
切
な
い
ひ
と
夏
の

恋
。
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（
前
書
き
）

覚
悟
を
決
め
た
別
れ
。
そ
れ
で
も
、
人
は
、
迷
う
。
理
性
と
感
情
。
も
し
、
も

う
少
し
、
大
人
だ
っ
た
ら
・
・
・
。
若
か
っ
た
ら
・
・
・
。
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忘
却
。

「
神
様
が
、
人
に
与
え
た
知
恵
な
ん
だ
っ
て
」

誰
か
が
、
言
っ
て
た
っ
け
。
自
分
で
決
め
た
「
別
れ
」
だ
っ
た
の
に
、
理
性
と

感
情
が
、
闘
う
。
本
当
は
、
一
緒
に
い
た
か
っ
た
。
だ
け
ど
、
そ
れ
は
、
我
儘
。

自
分
の
気
持
ち
の
ま
ま
、
突
っ
走
れ
ば
、
周
り
を
、
傷
つ
け
る
。
彼
も
、
も
う
、

自
分
が
、
身
動
き
と
れ
ず
、
悩
ん
で
い
る
の
は
、
見
て
取
れ
た
。
自
分
の
し
た

事
は
、
責
任
を
と
ら
な
く
て
は
、
な
ら
な
い
。
彼
が
、
そ
ん
な
に
、
強
い
男
で

な
い
事
は
、
彼
女
が
、
よ
く
知
っ
て
い
た
。

「
別
れ
て
あ
げ
よ
う
」

彼
を
楽
に
す
る
方
法
・
・
・
。
一
度
、
会
っ
た
だ
け
で
、
彼
は
、
自
分
以
外
の

女
性
と
の
間
に
、
子
供
を
、
も
う
け
て
し
ま
っ
た
。

「
ず
ー
っ
と
、
一
緒
に
い
た
い
」

「
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、
満
足
」

そ
う
、
言
っ
て
い
て
、
１
週
間
も
し
な
い
間
だ
っ
た
。
突
然
の
、
報
告
。
彼
を

信
じ
て
い
た
彼
女
は
、
苦
し
ん
だ
。
苦
し
み
抜
い
て
、
出
し
た
答
え
は
。
冷
た

い
別
れ
。
彼
に
誤
解
さ
れ
て
も
い
い
。
い
つ
誤
解
が
、
と
け
る
か
・
・
・
。
判

ら
な
い
。
た
だ
、
今
、
彼
女
に
、
出
来
る
の
は
、
別
れ
る
事
と
、
彼
を
記
憶
か

ら
、
抹
消
し
て
し
ま
う
事
。
新
し
く
、
生
ま
れ
て
く
る
命
の
為
に
。
全
て
、
消

し
去
る
。

「
　
そ
ん
な
映
画
、
あ
っ
た
け
？
」

花
梨
は
、
妹
の
麻
衣
莉
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
か
ら
漏
れ
て
く
る
映
画
の
歌
に
、
五

月
蝿
そ
う
に
反
応
し
た
。
昨
夜
も
、
残
業
で
、
ま
だ
、
眠
い
の
だ
。
ま
だ
高
校

生
の
麻
衣
莉
が
、
の
ん
び
り
と
し
て
い
る
の
が
、
少
し
、
羨
ま
し
い
。

「
お
姉
ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
、
ブ
ー
た
れ
て
る
と
、
ほ
ん
と
。
彼
氏
で
き
な
い
よ

！
」
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ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
、
外
し
な
が
ら
麻
衣
莉
は
、
よ
う
や
く
、
登
校
の
準
備
を
始

め
た
。

「
や
な
、
妹
。
送
っ
て
て
、
や
ん
な
い
か
ら
！
」

花
梨
は
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
、
か
け
た
。
毎
日
、
平
凡
な
日
々
。
毎
朝
、
出
勤

し
て
、
昨
日
の
デ
ー
タ
ー
を
、
調
べ
、
受
注
デ
ー
タ
ー
を
、
作
る
。
忙
し
い
の

で
、
休
憩
も
、
デ
ス
ク
で
、
す
る
事
も
多
く
、
一
日
中
、
座
り
っ
ぱ
な
し
。
お

か
げ
で
、
小
さ
い
お
尻
に
、
吹
き
出
物
が
、
で
き
つ
つ
、
あ
っ
た
。

「
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
彼
氏
は
、
出
来
な
い
わ
・
・
・
。
」

妹
の
い
う
事
も
一
里
あ
る
。
楽
し
み
と
い
え
ば
、
最
近
、
通
勤
途
中
、
す
れ
違

う
男
子
高
校
生
。
少
し
、
ピ
ア
ス
を
し
、
髪
を
染
め
、
ち
ょ
っ
と
、
不
良
っ
ぽ

い
感
じ
が
、
花
梨
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。

「
そ
お
い
や
・
・
・
。
麻
衣
莉
の
、
学
校
の
制
服
に
、
似
て
る
か
？
」

紺
の
ブ
レ
ザ
ー
と
、
チ
ェ
ッ
ク
の
パ
ン
ツ
が
、
そ
れ
ら
し
か
っ
た
が
、
毎
朝
、

駅
付
近
で
、
み
か
け
る
だ
け
の
楽
し
み
。
特
に
、
深
く
、
知
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
。

「
い
ま
ど
き
の
若
者
・
・
・
。
だ
ね
。
」

男
子
高
校
生
は
、
彼
女
ら
し
き
子
と
、
手
を
、
つ
な
ぐ
と
、
駅
の
構
内
へ
と
消

え
て
い
っ
た
。
見
送
っ
た
所
で
、
信
号
が
、
変
り
、
花
梨
は
、
慌
て
て
、
車
を

発
進
さ
せ
た
。
何
気
な
く
、
後
姿
を
見
送
り
な
が
ら
・
・
・
。
こ
れ
が
、
花
梨

を
切
な
く
さ
せ
る
瞬
と
の
、
出
逢
い
の
始
ま
り
で
あ
る
事
も
、
知
ら
ず
に
・
・
・

。・
・
・
「
続
・
月
夜
に
贈
ろ
う
」
に
続
き
ま
す
。
・
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

月夜に贈ろう。
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Ｄ
Ｆ
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